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序

この調査報告書は農業基盤整備事業の施行に先がけまして、国庫補助金を得

実施しました埋蔵文化財発掘調査のうち、神埼町尾崎西分に所在します尾崎利

回遺跡の報告であります。

尾崎利回遺跡は弥生時代より鎌倉時代にかけて、多様な遺構が検出されまし

た。特に平安時代後半より鎌倉時代の遺構、遺物については見るべきものがあ

り、この時代の佐賀平野の文化を解明する上で重要な意味を持つものと考えら

れます。

なお調査に関しまして御指導、御協力を賜わりました文化庁、県農林部、並

びに地元の関係者各位に対しまして深謝申し上げます。

おわりに、本書が埋蔵文化財に対する認識と理解および古代、中世史の解明

に少しでも役立つならば幸甚であります。

昭和55年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長 古藤 1告



例言

1 本書は昭和53年度実施した尾崎利回遺跡V区、 VI区の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は国庫補助を受け、佐賀県教育委員会がこれにあたった。

3 本書の執筆は次のとおりである。

1 1 原田保則、天本洋一

2 天本

II 1 (1)・(3)・(5)・(6) 天本

(2)・(3)・(4) 多々良友博

(7)・ (8) 神代京子

2の遺物は、 SB、SDは多々 良、 SE、SKは天本、旬、 SPは神代

4 遺構の実測は調査員、調査補助員があたり、遺物の実測は古賀啓子、神代京子、高山久

美子、西村信子、永ノ間ひとみがあたった。製図は神代、山本タカ子がおこなった。遺構写真

は天本、多々良が、遺物写真は天本、原口定がおこなった。

5 編集は天本、多々良が担当した。

凡 例

1 遺構については一連番号を付し、 SB:住居跡、掘立柱建物跡、SD:溝、 SE:井戸、 SK:

土墳、 SJ:聾棺墓、 SP:土壌墓の分類記号を用いた。

2 遺構番号の100番台の数字は 5がV区、 6がVI区を表わす。又遺構実測図の標高はV区が

6.50m、VI区が6.25mである。

3 遺構の寸法数字はm、遺物はcmで、ある。

4 遺物実測図番号と図版遺物番号は同一である。
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序 説

1 発掘調査の経過

(1) 確認調査

神埼町大字尾崎一帯の水田が、昭和52年度の農業基盤整備事業が計画されたため、埋蔵文化財

確認調査を昭和52年3月実施した。この結果農業基盤整備計画面積約43haに対して35，OOOm'の

遺跡の所存が確認された。このため農林部と設計協議を重ね、事業地区の北側については盛土

工法で行うこととなったが、南側については給排水の関係で盛土工法がとれず遺構が削平を受

ける約10，OOOm'について発掘調査を行うこととなった。

(2) 昭和52年度の調査と遺構の概要

今回調査対象となった尾崎利回遺跡は尾崎西分集落の西側、佐賀市との境界ぞい約10，000ばであ

る。調査区を便宜上 1~VI区と 沼 区に地区設定し、 1 ~IV区と E区約7 ， 000ぱを昭和52年 7 月下

旬か ら 53年 2 月下旬にかけて、 V~VI区を昭和53年 5 月から 9 月上旬にかけて調査した。昭和

52年度の調査は原田保則が主としてあたり中島弘之、掘川義英の応援があった。以下 1~IV区、

XI区の遺構概要を述べる。

I区 溝 7、井戸 9、竪穴住居跡 1、柱穴群などを検出した。井戸は全て枠組がなく、内部

より中国製輸入磁器などを出土した。竪穴住居跡は古墳時代の造営で、平面形は隅丸方形、

床面より土師器高杯などが出土した。柱穴群は調査区のほぼ中央にあり柱穴は直径30cm程であ

る。土墳のうちP-69からは土師器小皿、杯などが一括して出土している。その他五器碗が多く、

木製の下駄も出土した。

11区 溝6などを検出した。溝は調査区南側から多く検出した。遺物は織機の一部と見られ

る木製品がある。

III区 溝6、井戸12、土境基 6などを検出した。井戸12基のうち I基は古墳時代の井戸、他

は古代末~中世の井戸で 2基に木製の井戸枠が残っている。土壌墓は 2基が石蓋土墳墓で時期

は不明、他の土墳墓からは白磁碗、漆器を副葬した ものがある。

IV区 溝5、井戸 8、柱穴群3ヵ所を検出した。井戸には 1基だけ木製の井戸枠があり、ま

た木製が箸が出土した。

XI区 溝 4、井戸 7、土壌墓 4、竪穴住居跡 3などを検出した。井戸の 3基には木製の井戸

枠が残っており、その中の l基は方形の井戸枠で内部から漆器が出土した。土塀墓はともに平

安時代と推定され、 I基には黒色土器が副葬されていた。竪穴住居跡は隅丸方形で、土師器の

高杯、聾が出土した。

(3) 昭和53年度の調査と発掘調査団の構成

一 1-



53年度は残る V 区、 VI区について調査を行なった。 V 、 VI区は I ~V区の南側、 E区の西側

にあたる畑部分約3.000ばである。発握調査団の構成は下記の通りである。

担 当 佐賀県教育委員会

事務局 佐賀県教育庁文化課

調査主任 木下 巧文化課文化財調査第 2係長

調査員 天本洋 文化課文化財調査第 2係

11 多々良友博 11 11 

調査補助 熊谷邦巨

堤 安信(別府大学文学部学生)沢田宗 11固(同)

協 力 県農林部・中部農林事務所・神埼町教育委員会・神埼町土地改良課・

尾崎西分区、松尾建設

2 遺跡の立地と環境

(1) 自然的環境

神埼町は佐賀県の東部に位置し、東は田手川を隔て三田川町に、西は佐賀市と接している。

北部には背振山系が東西に連なり、南部は広大な佐賀平野が広がりさらに有明海に面している。

佐賀平野の東部は背振山地の南麓より吉野ヶ里丘陵、横田丘陵などの洪積台地が南へ舌状に延

びているが、中央部は城原川や川上川などの河川が形成した扇状地が複合している。扇状地の

下流域には三角州が広がり、三角州の周辺にはクリークが多く分布している。尾崎利田遺跡

は扇状地の扇央部に位置し、標高 6~7mである。この地域は水田、畑地として利用される肥沃

な稲作地帯である。

(2) 歴史的環境

神埼町の縄文時代の遺跡は、押型支土器が朝日西南や城原、日の隈山西方などより、また阿

高式土器が岩田より、御領式土器が朝日西南より採取されているが顕著な遺跡は知られていな

~~o 

ところが弥生時代に入ると遺跡の数が増える。当地方で逸速く注目されたのは荒竪目員塚で

ある。貝塚は馬場川と田手川により形成された自然堤防上にある弥生時代前期を主体とする遺

跡で、石剣、石包丁、把頭飾などを出土している。弥生時代の集落跡として代表的なものは三

田川町との境界を南に延びる丘陵上にある吉野ヶ里丘陵遺跡や、川寄遺跡群、利回遺跡群があ

る。また埋葬遺跡は前期の聾棺墓を主体とする四本黒木遺跡、中期の聾棺墓を主体とする利田

柳遺跡、二子聾棺遺跡がある。

古墳時代に入ると神埼地方にも数多くの古墳が築かれた。神埼町で最古期の古墳として知ら
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2横小路遺跡
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れるのは日の隈寮西側古墳があり、小規模の竪穴式石室を内部主体とする。また朝日古墳は碧

玉岩製石銀"1個と変形四獣イ方製鏡 1面を出土した。

前方後円墳として知られるのは伊勢塚古墳と丸山前方後円墳がある。特に伊勢塚古墳は全長

78.7mと県内でも屈指の前方後円墳で、後円部に花闘岩の巨石をも って構築された長さ約12m

の横穴式石室がある。また墳丘より人物埴輪や円筒埴輪が出土している。

古墳時代も終末になると小規模の横穴式石室を内部主体とする群集墳が山麓一帯に築かれ、

天神尾古墳群、猿岳古墳群は著名である。

飛鳥~奈良時代に入ると天童山(帯隈山)神龍石が築かれる。これは佐賀市の帯隈山より神

埼町の天童山にかけて列石を巡らしており山城跡とされる。肥前風土記には「神埼郡、郷玖所、

里廿六、騨童所、燦萱所、寺壷所…・・・…」とあり、郡家は地名より神埼ヶ里付近が推定され、

俸は地名の位置より標高 163mの日の隈山に設けられたと推定される。条里制は平野部全域に

わたり施行されたと見られ、石井ヶ里、小津ヶ里、野目ヶ里などの遺名が残っている。

平安時代には各地で荘園が発達するが神埼地方では「仁明天皇承知三年十月発亥、肥前国神

崎郡空閑地六百九十町、為勅旨田、」と「類衆国史」にあり 690町が勅旨田として設定されてい

ることが知られる。この地は神埼郡千代田町周囲が考えられているが、さらに豪族や名主の土

地寄進により荘域を広め、やがて神埼郡の大半が勅旨田となっている。当時宋との貿易は、大

宰府の管理のもとに鴻瞳館で行われていたが、すでに神崎荘内にも宋船が来航していたと考え

られ、神崎荘の預所である平忠盛が地位を利用して宋との貿易を手中に収めていたと見られる。

中世に入ってからも神崎荘は皇室領荘園として持続したが、文永、弘安の役後には御家人等

への恩償付与として神崎荘のほとんどが配分されている。しかしそれは土地に対する権益とし

ての地頭職の配分であり、引き続き皇室領荘園として持続した。神崎荘ではこの時代も日宋貿易

の拠点であった。尾崎利田遺跡より出土する多くの中国製磁器は、このことを物語る資料であ

る。また尾崎部落内では今でも尾崎人形が製作されている。この尾崎焼きは元冠の蒙古人の手

すさびによるとされるが、尾崎利回遺跡出土の多量の土器が示すように、尾崎人形製作の基礎

は平安時代末にはすでにできていたと推察される。

参考文献

佐賀県史編纂委員会「佐賀県史」上巻1978年

神埼町史編纂委員会「神埼町史J 1972年

松尾禎作 「佐賀県考古大観J 1957年祐徳博物館

瀬野精一郎「神埼園神埼荘史料J 1975年吉川弘文館
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II 尾崎利回遺跡の遺構と遺物

l 遺構

(1) 遺憎の概要

尾崎利田遺跡は佐賀県神埼郡神埼町大字尾崎字利田に位置する。この地は城原川や巨勢川な

どの河川により形成された扇状地上にあり、肥沃な水田地帯が広がっている。この水田地帯の

数カ所に、水田面より 0.5~ 1. 0m程小高い畑部分が点在している。昭和51年度点在する畑を l ヵ

所に集めたり、 1 区画の水田を 3~6 アールとする圃場整備が計画された。このため遺構が削

平される部分について文化財発掘調査を行うこととなり、 I 区~IV区、 E区については昭和52

年度、 V区、 VI区については昭和53年度行った。今報告は昭和53年度行ったV区、 VI区につい

て行う。

V区、 VI区の位置は、尾崎西分集落の西方、佐賀市との境界沿にあり、昭和52年度調査を行っ

た 1~IV区の南側、 E区の西側にあたる約3 ， 000ばである。この地は元々畑地て\標高6.8m前後

であり、 V区とVI区との聞には谷問状に水田が入り込んでおり、この部分は遺構面までは削平

を受けないことがわかり調査範囲より除外している。この谷間状の水田から東側をV区、西側

をVI区と呼称する。

検出された遺構は住居跡、掘立柱建物跡、土墳、溝、聾棺墓、土壌墓である。

住居跡は堅穴住居跡で、平面形はすべて方形である。時期は弥生時代の住居跡 1棟、古墳時

代の住居跡3棟、時代不詳の住居跡が4棟である。 SB508は幅広い溝が方形にめぐるが、柱穴

が確認できないことから住居跡でない可能性がある。

掘立柱建物跡はV区から 8棟、VI区から 2棟の10棟を確認した。 V区には多数の柱穴があり、

さらに増加することも考えられる。規模は 1間x1聞の建物が3棟、 1間x2聞の建物が 2棟、 1 

間X3間の建物が 1棟、 2間x2聞の建物が 4棟である。柱穴からの出土遺物は SB601・SB

602から土師器、瓦器の小片が出土したのみで、建物の時期は正確には断定できない。

井戸はV区から32基、 VI区から 9基の41基が出土した。平面形は円形、深さは平均1.lmと浅

いが豊富な湧水があったと見られる。井戸枠の出土は一例もない。 SE507-S E517-S E604 

などからは土師器、瓦器、磁器など豊富な遺物が出土した。

土墳はV区から28基、 VI区から12基の40基が出土した。平面形は円形、方形、孤状などさま

ざまである。 SK503は弥生時代中期、 SK505 ・ 507 ・ 508 ・ 530 ・ 604は古墳時代、他は10~13

世紀である。

溝はV区から 6ヵ所、 VI区から 8ヵ所の14条を検出した。 V区の溝は出土遺物も少なく、性

格の不明なものが多いが、 VI区の溝からは多くの土器が出土した。特に SD605は土師器、瓦器、

5 -
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磁器など豊富な遺物が出土した。

聾棺墓はV区北西端から 2基出土した。単棺と合口棺で、弥生時代後期、西新式の聾棺であ

る。土横墓はV区の西端から 1基出土した。土壌北西端より土師器小皿、瓦器碗、 青磁碗が副

葬されていた。

(2) 住居跡

S 8501住居跡(第4図)

V区南東部に位置する。遺構の南部分は調査区外にあり 、東部分は現在の水田に、南西隅は

S E531に切られている。遺存部分から平面形は方形と考えられる。主柱穴、炉等は不明である。

北壁に接して、貯蔵穴状遺構が検出された。床面からの深さはO.16~O . 19mである。壁溝はなく

壁高はO.04~O.08mである。

{?)~ 
@ ~占。

ドー-d
第4図 S B501住居跡実演|図

S 8502住居跡(第 5図)

V区の東部に位置する。北隅は、 SD503に切られている。長軸5.0m、短軸4.36mで床面積は、

18.8 (推定)ばである。主柱穴は、 a(0. 43 x 0 . 54m、深さ:O.34m)・b(O.22xO.24m、深さ:

O.19m)・c(0 . 24 x 0 . 30m、深さ:O.37m) ・ d(推定)の 4 本である。 a~b: 2.14m、 b~c: 2.16 

mである。主軸の方位はN56"Eをとる。炉 ・焼土は検出されなかった。壁溝はな く、壁高は
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第5図 S B502住居跡実測図

0.04~0.08mである。床面か ら、高杯・小形丸底査・器台が出土した。

S 8503住居跡(第 6図)

V区の南部に位置する。長軸6.04m、短軸5.80m、床面積は32.5m'てーある。主柱穴は、a(0.26x

O.36m、深さ:0.34m)・b(0.32xO.39m、深さ :O.4m)・C(0.32xO.32m、深さ :0.44m)・d

(0.23 XO. 24m、深さ:0.44m)の 4本である。 a........b:O.26m 、 b~c : 3.0m、 c~d: 2.46m、

d~a: 2.99mである。主軸の方位はN89'Eをとる。炉は不明だが、東壁近 くに0.96x1.08m、深

さ 0.55mほどの貯蔵穴状の遺構があり、焼土が堆積していた。 壁溝はなく、壁高は2.5~8.5cmで、

ある。床面から遺物は出土しなかった。

S 8504住居跡(第 7図)

V区の中央部に位置する。南東壁に接して粘土におおわれたO.84Xl.12m、深さO.2mの土壌が検

出された。内部には0.26x 0.34mの醸がおかれているが住居跡との関係は不明である。長軸3.92

m、短軸2.29m、床面積は11.3m'でトある。主住穴は、 a(0. 28 x 0 . 30m、深さ:0.31m)・b(O.24 x 

O.30m、深さ:0.2m) の 2 本である 。 a~b : 1.58mである。 主軸の方位はN39'Eをとる。炉-

焼土は検出されなかった。壁溝はなく、壁高は0.03~O.07mである。床面西隅から査が、粘土に

- 10一
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おおわれた土壌内より聾が出土した。

S 8505住居跡(第 8図)

V区の北部に位置する。南東隅は SE517に、西壁は耕作によって切られている。長軸5.35m、

短軸4.12m(推定)で、床面積は20.3(推定)ぱで、ある。主柱穴は、 a(0.34xO.36m、土壌床

面よりの深さ:0.36m)・b(40xO.51m、深さ :0.58m)・c(0.38xO.46m、深さ :0.50m)・d

(0.26xO.26m、土壌床面よりの深さ :0.21m)の4本である。 a"，b:2.5m、b"'c: 2 .18m、

c"，d : 2. 58m、 dへ~a : 2. 22mを計る。主軸はNl"Eをとる。炉・焼土は検出されなかった。壁溝

はなく、壁高は 4'" l1cmで、ある。西壁に沿ってO.77x 2. 22m、深さO.lmほどの土壌が検出され

た。床面の東半分近くを占める2.14x3.74m、深さ0.15"'0.23m fまどの土壌は、住居跡に伴うと

考えられる。床面から遺物は出土しなかった。床面東側土壌内埋土から、 6C後半期の須恵器

が出土した。

第8図 S B505住居跡実演~図

S 8506住居跡(第 9図)

V区の南端部に位置している。南闘は調査区外にあり、北隅、西隅と推定される部分は、そ

れぞれSE512・SE513によって切られている。長軸5.04m、主柱穴は不明でbある。主軸の方位

はN51"Wをとる。床面中央部付近に焼土が検出された。また床面北側に0.83X1. 24m、深さ0.64

mほどの貯蔵穴状の遺構が検出された。壁溝はなく東隅に貼り付けのベッド状遺構が認められ
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第 9図 SB506住居跡実測図

た。壁高は、残存部分で 4cmほどである。床面から、小形丸底査、鉢が出土した。

S 8507住居跡 (第10図)

V区の南西部に位置する。南半分は SB511と重なる。長軸4.56m、短軸4.16m床面積は17.1

dで、ある。主柱穴は、 a(0.34xO.49m、深さ:0.4m)・b(0.61xO.71m、深さ:0.38m)の2

本である。 a~b: 1.26m、主軸はN90"Eをとる。炉・焼土は検出されなかった。壁溝はなく、壁

高はO.1~0.13mである。床面から聾 ・小形丸底壷 ・ 鉢が出土した。

S 8508住居跡 (第11図)

溝のみ検出したため、方形周溝状遺構とみるか論が分かれるがここでは住居跡としてあっ

かうこととする。北西隅は SE523に切られる。長軸5.02m短軸4.82m、床面積は21.5m'でbある。

主軸はN7"Eをとる。主柱穴は不明である。床面東側に1.08X1.44mほどの土壌があり炉と考え

られるが、焼土は検出されなかった。幅0 .22~0.42mの壁溝と考えられるものが、全周してい

る。遺物はなく、所属する時代は不明である。
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(3) 掘立柱建物跡

S 8509掘立柱建物跡 (第3図)

1間 (2.4m}x1間 (2.7m)で、主軸方位をN54
0

Eにとる。

S 8510娼立柱建物跡 (第3図)

2間(l.5m等間)x 2間(l.65m等間)で主軸方位をN19"Eにとる。

S 8511掘立柱建物跡 (第3図)

S B507と重複関係にあり、より新しし'01問(2.1m)x1間 (2.4m)で、主軸方位をN27
0

W

にとる。柱の掘形は、不揃いである。

S 8512掘立柱建物跡 (第 3図)

1問 (2.6m) x 2間 O.5m等間)で、主軸方位をN27'Wにとる。柱の掘形は不揃である。

S 8513掘立柱建物跡 (第3図)

1間 (2.5m)x 1問 (2.8m)で、主軸方位をN58
0

Wにとる。

S 8514掘立柱建物跡 (第3図)

1間(l.6m)x 2間(l.5m等問)で、主軸方位をN51・Eにとる。

S 8515掘立柱建物跡 (第3図)

I間 (3.9m)x 3間 (2.1m等間)で、主軸方位をN48・Eにとる。 SE516と重複関係をもっ。

柱の掘形は0.3~0.6m と不揃いである。

S 8516撮立柱建物跡 (第3図)

2間(l.6cm等間)x 2問 (2.1m等間)で主軸方位をN70・Eにとり、柱の掘形は不揃いである。

S 8601撮立柱建物跡 (第12図)

IV区の南端に位置する。 2間x2間の建物で桁行方向をN69・Eにとる。桁行間3.95m、梁間間

3.5mを測る。柱穴の掘方は掘丸方形で、 P2、P5、P9は単掘り、他は柱の部分だけ小さく

掘り込む二段掘りである。掘方の大きさは P1で長さ0.92m、幅O.82m深さ0・4m、さらに住部

分を直径O.18m、深さO.2m掘 り込んでいる。

S 8602掘立柱建物跡 (第13図)

IV区の南東端、 SB601の東側に並列する。 2間x2聞の建物で中央の柱はない。桁行方向を

N72
0

Eにとり桁行間3.4m、梁間間3.1mを測る。柱穴の掘方は円形に近い隅丸方形で、 P1、P

2、P4、P5は単掘り、他は柱の部分だけ掘り込んでいる。掘方の大きさはP3で長さO.73m、

幅O.7m深さO.48m、さらに柱の部分を直径O.15m、深さO.12m掘込んでいる。

F
h
J
V
 

司
a
A



JDl O GP2 
。
。5

(QJO
P 6 

06P7 

1f% 
第12図 S B601掘立柱建物跡実演ij図

ρC(t 

G DJ 
8 。

C6dラc
P7 

。P3 

。P

G-

第13図 S B602掘立柱建物跡実測図

co 
'
E
A
 

2m 

2m 



S B601建物

第 1表掘立柱建物跡計測表

S B602建物

梁間 桁行 掘 方 梁間 桁行 掘 方
2間x2問 梁行 桁行 2問x2間 梁行 桁行

柱問 柱間 径 深さ 柱問 柱間 径 深さ

P1¥14 182 P2I¥ P3 2 
200 P-1 82X92 40 P1¥14 161 P1 P2 170 P-1 68x63 50 

171 196 2 80x72 44 4 '6 156 2 3 170 340 2162x62 47 

¥ ¥  
178 

45I6 5 
180 3164x68 40 2 7 318 4 5 342 3173x70 48 

178 214 4188x86 35 
、 '8

142 6 7 175 41 72x74 56 

3¥¥6 164 
人8 9 

184 5182x90 35 173 7 8 166 341 5169x70 63 

-9 186 212 6172x72 34 平均 317 341 61 66x68 42 

平均 353 396 7170x78 33 7165x62 58 

8175x74 28 8ωx56 48 

9166x58 30 

(4) 溝

S 0501溝

V区の北東端に位置する。全体に、 L字状を呈している。南方向へ延び、る部分は幅l.15'"l. 8 

mで、方位はN4"Wをとる。東方向へ延びる部分は幅0.45mほどで、方位は S82"Eをとり、池

状の遺構に流れ込む。長さ 19.8m。

S 0502溝

S D505を切っている。幅0.7"'0.9mで、方位はN87'Eをとる。長さ25.3m分を検出した。出

土した磁器、尾崎焼等から江戸時代末期の所産と考え られる。

S 0503溝

S D501の東方向へ延びる部分と平行して延び、池状の遺構に流れ込む。幅0.8"'l.7mで、方

位は S8TEをとる。長さ7.7m分を検出した。

S 0504溝

S B504の西側を南方向へ延び、ている。幅0.3"'0.5mで、方位はN4'Wをとる。長さ7.8m分

を検出した。

S 0505溝

V区の西部を南南東方向へ延びている。中央部を SD502に切られている。 幅0.3"'0.4m、方

位はN15・Eをとる。 SD504とともに、さらに北方向へ延び、ていると考えられる。

S 0506溝

V区の東部を SD503に直交するような形で南方向へ延ひーている。 南端は、水田によ って切 ら

れている。幅0.5"'0.6m、方位はN6'Eをとる。長さ 12.1m分を検出した。

S 0601溝

VI区の西部に位置する。南西方向へ延びている。幅0.6m'まどで、方位はN70'Eをと る。長さ

3.4m分を検出した。土師器、瓦器が出土した。

勺

t'・A



S 0602溝

S D601 と平行して延びている 。 幅O.5~O.6mで、方位は N70・Eである。長さ 6 . 4m分を検出し

た。 SD601とともに、さ らに南西方向へ延びると考え られる。

S 0603溝

VI区の北東端に位置する。全体に、 L字状を呈している。南方向へ延びる部分は、幅1. 2~1. 5

mで、方位は NllOEである。東方向へ延びる部分は、幅l. O~ l. 2m、方位は N90
0

Eである。長さ

1l.6m分を検出した。

S 0604溝

VI区の中央部に位置し、東方向へ延びている。幅l. 1~l. 3mで、方位は N83
0

Wをとる。長さ

21m分を検出した。

土師器・陶磁器・滑石製品が出土した。

S 0605溝

S D604に平行して東西方向へ延びている。幅l.7~2.3mで、方位は N84
0

Eをとる。長さ 28m分

を検出した。 SD605は、素掘りと考えられ、護岸等の形跡は認め られない。

土師器・瓦器・陶磁器・滑石製品が出土した。

S 0606溝

VI区の北西端に位置し、北北西方向へ延びていくと考え られる。 幅l. 2~ l. 3mで、方位は N16
0

Wをとる。長さ3.3m分を検出した。

土師器・瓦器・陶磁器・須恵質土器が出土した。

S 0607溝

S D604とSD605にはさまれるような形で、西方向へ延びている。 幅O.3~O . 9mで、方位はN

83
0

Eをとる。長さ 15.5m分を検出した。

S 0608溝

VI区の中央部を南方向へやや蛇行しながら延びている。南端部はSD604・SD605に切られ

ている。幅O.4~O.7cm、方位は北・南端部でN10・W程度、中央部でN40
0

Wをとる。長さ 25.6m

分を検出した。

SD604 SE606 SD605 

o 1m 

I 暗褐色土

y II 暗褐色砂含有土

田 黒褐色砂含有土

W 黒色泥質土

V 青灰色粘土(砂含)土

VI 暗褐色砂質土

W 黒褐色土

第14図 S D604、605溝、 SE606井戸断面土層図
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1 -a類SF513 

I-b類SE603 

II-a類 SE509 

II-b類SE519 

E二コ

第15図井戸 I類'""-'III類断面図

I層灰黒色土
II層暗褐色土
m層黄褐色土
W層黒褐色土
V層黒褐色泥質土
羽層暗灰色土
vn層黒色泥質土
四層青灰色粘土
区層黄褐色粘土
X層暗黄褐色土

(5) 井戸

井戸はV区より32、VI区より 9の41基が出土した。

井戸内より桶や曲物等の井戸枠は出土せず、板材は抜

き取られている。ただ 1-aに分類した小型の井戸な

どは、元々井戸枠を使用していない単掘りの井戸では

ないかと見られる。

尾崎利回遺跡の基本的な土層は表土下に暗褐色土

が、その下に黄褐色粘質土、さ らに灰褐色砂層となる。

井戸は黄褐色粘質土より掘り込まれ、灰褐色砂層まで

達している。灰褐色砂層からは湧水があり、掘込面よ

り湧水がある層までの平均の深さはV区で 1m、VI区

で0.5mである。 V区の井戸の深さは平均1.lm、VI区が

1.08mであり、全体的に浅い井戸であるがすべて湧水

がある層までは達している。

井戸の掘方による形態分類を行う。

I類

基本的な井戸の掘方であり、上面から下面にかけて

ほぼ垂直に掘込む手法で、円柱状や、わずかに上面が

広がり逆円錐台形をとるものである。これはV区、 VI

区全域に見られ、時期的にも 10世紀中噴より 13世紀に

わたっている。又この I類の井戸は直径 1m内外の小

ー さい井戸と径1.5mを超える大きな井戸があり、前者を
マ

2m 

a、後者をbとしてさらに細分した。 1~a類は S E513・

514など20基が、 1-b類はSE515・606など 9基があ

る。

I-a類 S E 513はV区の南側に位置する。掘方の

平面形は円形で、上面の径1.28X1. 26m、下面の径

0.45xO.42m、深さ 1.2m。掘方は円錐台形状をしてい

る。井戸内から木片が数片出土したが井戸枠は出土し

ない。出土遺物は土師器小皿、瓦器碗、白酷碗がある。

S E 514はV区の南西側に位置する。掘方の平面は円

形で、上面の径0.86xO.85m、下面の径0.8xO.77m、

深さ1.37mと上面と下面がほとんど変らず、円柱状で

- 19 -



ある。内部には井戸枠等は見られず、この形態の井戸には元々井戸枠は使用されていないと見

られる。出土遺物は黒色土器碗、須恵器片がある。

1 -b類 S E515はV区のほぼ中央に位置する。平面形は楕円形の掘込みで、上面は2.25X

1.82m、下面が1.82x 1. 62m、深さ 1.3mと大きい掘方である。上面から0.9mにて灰褐色砂層の

湧水がある層となる。出土遺物は土師器小皿、黒色土器碗、土鍋がある。

S E 606はVI区の東、SD604とSD605の中間に位置する。平面形は円形で上面の径2.96x 2. 65 

m、下面の径1.72 x 1. 39m、深さ1.12mと下面が狭くなり円錐台形状となる。内部から木片は出

土したが井戸枠は出土しない。出土遺物は土師器小皿、瓦器碗、白磁碗がある。

11類

11類は I類と同じ形態を取りながら途中に段を有するものである。この形態の井戸はV区に

9基ある。 SE519は掘方が他lこ比べ一段と大きいので他と区別し II-b類とした。

II-a類 S E509はV区の中央南側に位置し、 SE510を切っている。掘方の平面は円形で、

深さ0.55mの所より段を有している。上面の径2.29x 2 .02m、二段目の径1.28 x 1. 16m、底面の

径1.0X1.0m。井戸内には井戸枠等は出土しない。井戸底の周壁には青白色粘土が残っており、

井戸枠を固定したか、壁面からの濁水を防いだものであろう。又上面から0.9mからは灰褐色砂

層となり湧水がある。出土遺物は土師器杯、瓦器碗、有孔円盤がある。

II-b類 S E519はV区のほぼ中央に位置する。掘込みの平面形は円形で上面の径2.84x 

2.72m、二段目の掘込みの径は約1.3m、深さ 1.4mにて段を有している。二段目の掘込みは周壁

が砂層であり、湧水が多く周壁の崩壊の危険が出てきたため、それ以上は掘り進まなかった。出

土遺物は瓦器碗、青磁、白磁、須恵器の破片が出土している。

III類

上面が下面より大幅に広くなり、斜めに掘込んだものを凹類とした。凹類は SE604・SE

605・SE609の3基である。

S E605はVI区の北端に位置する。掘方の平面形はほぼ円形で、上面の径2.78x2. 78m、下面

の径1.6x1. 4m、上面より 0.4~0.5mにて掘方が斜行しており二段掘になる。井戸底の周壁には

厚さ30cm程の青灰色粘土を巡らしている。井戸枠を固定させるため張り付けたものか、横から

の濁水を防いだものであろう。井戸内より木材片が数点出土したが井戸枠の出土はなかった。

出土遺物は土師器小皿・杯・碗・瓦器碗・白磁碗がある。

S E609はVI区の西端に位置し SE608を切っている。掘方の平面は円形で、上面の径3.5x3.2

m、下面の径2.36X2.2m、深さ1.01mと掘方としては一番大きい。掘方は上面より 0.4mまでは

ほぼ垂直で、その下部はゆるやかに斜行している。井戸内には井戸枠を固定する杭が数本残っ

ている。出土遺物は土師器小皿・杯・瓦器碗、陶質土器・青磁・白磁がある。
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第16図井戸実測図
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第 2表井戸一覧表

遺構番号

S E501 
S E502 
S E503 
S E504 
S E505 
S E506 
S E507 
S E508 
S E509 
S E510 
S E511 
S E512 
S E513 
S E514 
S E515 
S E516 
S E517 
S E518 
S E519 
S E520 
S E521 
S E522 
S E523 
S E524 
S E525 
S E526 
S E527 
S E528 
S E529 
S E530 
S E531 
S E532 
S E601 
S E602 
S E603 
S E604 
S E605 
S E606 
S E607 
S E608 
S E609 
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出 土 遺 物

土師器片
土師器ノj、皿、碗、黒色土器碗
土師器小皿、杯、碗、黒色土器碗
土師器小皿、杯、腕、鉢、黒色土器碗
須恵器、重量、壷
土師器小皿、高台付小皿、杯、高杯、碗
土師器杯、瓦器碗
土師器杯、鉢、黒色土器碗、瓦器碗
土師器碗、鉢、黒色土器碗
土師器碗、黒色土器碗
土師器小皿
黒色土器碗、瓦器碗、白磁碗
土師器碗、黒色土器碗
土師器小皿、碗、黒色土器碗
土師器碗、黒色土器碗
土師器小皿、杯、碗、黒色土器小皿、碗
土師器碗、鉢、黒色土器碗

土師器小皿、黒色土器碗
土師器小皿、黒色土器碗、瓦器碗、白滋碗
土師器小皿、黒色土器碗
黒色土器碗
土師器碗、黒色土器碗

土師器碗、黒色土器碗
土師器小皿、碗、黒色土器碗
土師器小皿、碗、黒色土器碗
土師器小皿、瓦器碗、白磁碗
土師器碗、黒色土器碗
黒色土器碗

土師器三足付鍋、鍋
土師器片
土師器小皿、杯、瓦器碗
土師器小皿、瓦器碗、褐柚陶器査
土師器小皿、碗、瓦器小皿、杯、碗、白磁碗
土師器小皿、杯、瓦器碗、白磁碗
土師器杯、瓦器碗
須恵器大費、黒色土器碗、瓦器碗
瓦器碗
土師器杯、白磁碗、合子、青磁碗



(6) 土繍

土壌はV区で28、VI区で12の計40基が出土した。平面形は楕円形、方形、弧状になるものが

ある。深さは浅いものが多く、又出土遺物も少なく土墳の性格は明らかにできない。

平面形が円形になる土績は SK506・520・526・529・601がある。規模は大きい SK506で長

径1.5m、短径1.29m、深さO.lmである。遺物は SK520で三足付盤、黒色土器碗が、 SK526で

土師器小皿、黒色土器碗が出土している。

平面形が方形になる土壌は19基ある。この中には、長径が 1m内外の小型の土壌、長径が2.0

m程の土墳、又長径が2.5mを越える大型の土壌の三形態がある。長径が 1m余りの土績は SK

510・522・531・532・533・604・605・612・613があり、形態的には掘立柱建物の柱穴に似る。

出土遺物は SK604より古墳時代前期の土師器片が出土している。他の土壌からは平安時代後半

~鎌倉時代の黒色土器、瓦器の破片が出土しているが、まとまっての出土はない。

長径が 2m程の長方形の土壌は SK502・513・606・608がある。 SK606は1.48m、短径0.98

m、深さ0.54mで、土師器小皿、瓦器碗、白磁碗が出土した。文SK608は長径2.1m、短径0.86m、

深さO.77mの細長い土横で土師器小皿、瓦器碗、青磁碗が出土した。

長径が2.5mを越える土墳は SK501・505・509・514・519・603がある。最大の土壌は SK509 

で長径3.1m短径0.9m、深さ0.25mを計る。黒色土器碗の小片が出土している。 SK603は長径

2.50m、短径1.16m、深さ0.6臼5mで

第 3表土墳一覧表

遺 構 番 号 畏さ 幅 深き 平面形館 出 土 遺 物

5 K501 2.58 0.76 0.25 長方形
5 K502 2.02 1.0 0.48 隅丸畏方形

5 K503 5.0 0.88 0.45 弧 状 弥生土器費、鉢
5 K504 1.1 1.1 0.54 不整形 土 師 器 碗
5 K505 3.03 0.95 0.12 長方形 土 師 鐸 聾
5 K506 1.5 1.29 0.1 円 形 土師器小皿、碗、黒色土縛碗
5 K507 3.55 2.58 0.76 情円形 土師器、須恵器片
51王508 1.7 1.12 0.22 不登形 土師鶴、須恵器片
5K509 3.1 0.9 0.25 長方形 土師器片
5K510 1.4 0.88 0.55 畏方形
5 K512 2.6 0.87 0.27 不~形
5 K513 1.94 1.1 0.1 畏方形 黒 色 土 縛 碗
5 K514 2.68 1.22 0.09 長方形 瓦縛碗、白磁碗
5 K515 1.5 1.04 0.4 不整形 瓦器碗
5 K519 2.52 0.6 0.35 隅丸畏方形
5K520 0.84 0.77 0.38 円 形 土師縛碗、三足付盤、黒色土器碗
5 K521 1.5 1.2 0.35 不強形 黒 色 土 器 碗
5 K522 1.03 0.87 0.17 隅丸方形 瓦器碗
5K523 1.7 1.15 0.68 不整形
5K525 1.9 0.88 
5K526 1.27 1.16 0.22 円 形 土師繊小皿、瓦器碗
5K527 4.18 1.56 0.15 不整形 須恵器片、土師器碗
5K528 1.7 1.05 0.19 不整形 土師小皿、黒色土語碗
5 K529 0.93 0.88 0.8 円 形 青磁碗片
5K53<l 1.6 0.6 0.2 不整形 土師器聾
5 K531 1.04 0.73 0.46 長方形
5K532 0.93 0.5 0.26 長方形 土 師 器 小 皿
5 K533 1.22 0.83 0.66 隅丸畏方形
5 K601 1.18 1.16 0.75 円 形
5K602 3.0 0.8 0.35 不整形
5 K603 2.5 1.16 0.65 隅丸畏方形 土 師 鶴 小 皿 、 碗 、 黒 色 土 器 碗
5K604 1.0 0.96 0.27 隅丸方形 土 師 鰭 聾
5 K605 0.84 0.76 0.18 隅丸方形 土 師 器 碗
5 K606 1.48 0.98 0.54 長方形 瓦器碗、白書睦碗、青磁碗
5 K607 2.9 1.9 0.92 隅丸方形
5 K608 2.1 0.86 0.77 長方形 瓦器碗
5 K610 2.20 0.09 不盤形 土師棒小皿、瓦器碗
5 K611 2.0 1.32 0.1 長方形 土師鰭小皿、黒色土器碗
5 K612 0.9 0.66 0.77 隅丸長方形 瓦器碗、青磁碗
5K613 0.83 0.78 0.71 隅丸方形 土師鰻杯、黒色土器碗、滑石製石鍋

qa 
q
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平面形が弧状となる土壌は SK503である。長径 5 m、 短径0.88m、深さ 0.15~0.45m。上面

が削平を受けており、本来は東、西に延び溝状になる。内部から弥生土器が出土したο

S K507土摘は平面形が楕円形をなすもので、長径3.55m、短径2.58m、深さ0.76mと大きい土

壌である。上面より 0.6mの所に段を設けており、掘方としては井戸III類に類似する。遺物は、

磨滅した土師器、須恵器片が少量出土している。

この他に SK504、508、515などは不整形の土壌で、小さいSK504で長径1.1m、短径1.1m、深

さ0.54m、大きい SK527で長径4.18、短径1.56m、深さ0.15mである。

(7)聾棺墓

S J 501聾棺墓 (第18図)V区の北西端に位置する。事情の上部は削平を受けている。同形の

聾と聾を用いる合口聾棺墓で、接合面に粘土目張りを有する。横穴は深さ0.55m、長さ 1.5m。

下聾の底部は打ち欠いている。傾斜角33。、主軸方向は S36'Wである。

S J 502聾棺墓 (第四図)V区の北西端SJ 501と隣接する。聾を用いる成人用の単棺墓で、

聾棺の上部は削平を受け 2分の l柱残存する。横穴は深さ0.3m、長さ1.1mで、東側へ掘り込ん

でいる。傾斜角21'、主軸方向 S47'Wである。

、、一、

。

(8) 土嫡墓

、

ノ〆

、、

第四国 s J 501、502褒棺墓実測図

ーーー 、

S P501土繍墓 (第19図)v区の西端に位置する。長さ

1.25m、幅0.68m、深さは削平を受けており現存面で0.18

m。長方形で方位はN9.5'Wである。土壌墓の北西端より

土師器小皿、瓦器碗、青磁碗が重なって出土した。
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第19図 S P501土墳墓実測図



2 遺物

S 8502出土土器(第20図、 3~ 6) 

床面から、高杯、小形丸底査・器台が、埋土中より押型文土器片、扶入石斧が出土した。

高杯(3 )口径18.6cm。脚底部欠損。杯部は外面に稜を持つ。口縁部は外反し口縁端部は丸

い。外面は斜位のハケメのあとヨコナデ、内面はヨコナデ。脚部は接合部より太くなり、「く」の

字状に脚底部にうつる。外面はハケメのあとヨコナデ。内面はへラケズリ。

小形丸底査(4 )口径1O.5cm、器高7.5cm、胴部最大径6.6cm。口縁部は内湾ぎみに外反する。

口縁端部は丸い。外面は縦位のハケメのあと上半部はヨコナデ、下半部はへラミガキ。内面は

ハケメのあとへラミガキ。胴部は口縁部に比べて小さい。外面上半部はへラミガキ、内面ナデ。

底部は丸底で、内面へラミガキ、外面へラケズリ。

器台(5、6) 5は口径7.6cm、底径10.2cm、器高8.0cm。杯部はわずかに中ぶくらみで、裾

端部は丸い。内・外面ともにへラミガキ。脚部はくびれ部から内湾ぎみに張りを持ち、裾部は

外反し、裾端部は丸い。内、外面ともにへラミガキだが、内面下半部は、ヨコナデ。くぴれ部

に焼成前の穿孔がある。 6は底径10.8cmで杯部欠損。脚部はやや内湾ぎみに聞き、裾部は外反

し、裾端部は丸い。内、外面とも器面が荒れており調整不明。くびれ部に焼成前の穿孔がある。

S 8504出土土器(第20図1、2) 

床面より、聾、査が出土した。

聾(1)口径31.4cm。口縁部は外反する「く」の字状に外反し、端部は厚くなり、丸くすぽ

まる。内・外面ともにヨコナデ。胴部は張っており、外面縦位のハケメ、内面ナデ。

査(2 )口径11.8cm、桐部最大径23.5cm、器高25.6cm。口縁部は反転部内面に稜を持つ袋状

をなし、口縁端部は丸い。内・外面ともにヨコナデ。頚のっけねに凸帯をめぐらす。頚部内面は

ヨコナデ、外面はハケメ。胴部はやや偏平な球形に近く、胴部中央に凸帯をめぐらす。外面ハ

ケメ、内面ナデ。底部はわずかに上げ底である。

S 8506出土土器(第20図 7~9) 

床面から鉢が3点出土した。

鉢(7 ~9) 7は口径7.8cm、器高5.8cm。口縁部は「く」の字状にわずかに外反し、口縁端

部は丸い。内・外面ともにハケメのあとナデ。頚部から半球状の胴部に移行する。胴部は内・外

面ともにハケメのあとナデ。底部は丸底。 8は口径10.2cm、胴部最大径9.0cm、器高7.8cm。口

縁部は「く」の字状に外反し、頚部にかけて厚くなる。内面は横位のへラミガキ。外面は縦位

のへラミガキ。胴部は球形で、内・外面ともにへラミガキ。底部は丸底。 9は口径12.4cm、胴

部最大径1l.2cm、器高6.9cm。口縁部はやや内湾ぎみに外反し、口縁部は丸い。内・外面ともに

ヨコナデ。胴部は半球状で、内面ナデ、外面ハケメのあとナデ。底部は丸底。

S 8507出土土器(第21図10~14)

F
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第20図 S B502、504、506住居跡出土土器実測図
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第21図 S B507住居跡出土土器実演u図

床面から重、鉢が 3点出土した。

15cm 

費 (11)口径16.5cm、胴部最大径20.9cm。口縁部は頚部から内湾ぎみに立ちあがり、中ぶくら

みする。口縁端部は角ばる。内 ・外面ともにヨコナデ。肩部は張り、外面に 2条の沈線をもっ。

外面ヨコナデ。胴部は内面へラケズリ、外面ハケメ仕上げ。

鉢 (10・12・13)10は口径7.4cm、器高3.9cm。口縁部はやや内湾ぎみに外反する。口縁端部は丸

い。内面ヨコナデ、外面は指によるおさえ。 12は口径10.7cm胴部最大径10.8cm、器高9.6cm。口

縁部は短く外反しながらうすくなり 、口縁端部は丸い。内・外面ともにヨコナデ。頚部は厚く、

球状の胴部へ移行する。胴部内面へラケズリ、外面ナデ。底部は丸底。 14は口径10.1cm、器高

2.7cm。口縁部から底部へ移行する。口縁端部は丸い。内 ・外面ともに ヨコナデ。底部は丸底。

50501出土土器(第22図14)

土師器

小皿(14)口径8.7cm、底径6.4cm、器高1.9cm。糸切り底で、板状圧痕あり。

50503出土土器 (第22図15、20)

土師器

小皿 (15)口径8.6cm、底径6.6cm、器高1.8cm。糸切 り底で、板状圧痕あ り。

杯 (20)口径13.0cm、底径9.1cm、器高2.6cm。糸切り底。内 ・外面ともにロ クロナデ。

50601出土土器(第22図 18 ・ 22~24 ・ 26)

土師器

杯 (22)口径14.6cm、底径9.9cm、器高3.2cm。糸切り底で、板状圧痕あり。内 ・外面ともに

ロクロナデ。
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碗 (23)口径16.6cm、高台径7.4cm、器高5.6cm。へラ切り底。体部内面ナデ、外面ナデのあ

と荒いへラミガキ。体部下位に指頭圧痕あり。

瓦器

小皿(18)口径9.5cm、底径6.9cm、器高l.7cm。内・外面ともにナデのあとへラミガキ。内底

部は丁寧なへラミガキ。へラ切り底で、板状圧痕あり。

碗 (24)口径15.8cm、高台径6.7cm、器高5.5cm。内・外面ともへラミガキ。体部下位外面に

指頭圧痕あり。

須恵質土器

片口 (26)片口部を欠くが、特徴からみて片口と考えられる。口径25.2cm。内、外面ともに

ヨコナデ。

SD604出土土器(第22図 16 ・ 17 ・ 21 ・ 25 ・ 27~29)

土師器

小皿(16・17) 16は口径8.3cm、底径7.2cm、器高l.5cm。糸切り底で板状圧痕あり。 17は口径

9.0cm、底径6.3cm、器高l.2cm。糸切り底である。

杯 (21)口径14.0cm、底径9.6cm、器高3.0cm。内・外面ともにロクロナデ。糸切り底で、板

状圧痕あり。

鍋 (27)口径43.5cm。内・外面ともにハケメ。口縁平担部に縄自の押圧痕が全周する。

須恵質土器

支脚 (29)現存高9.5cm。胎土は、砂粒が多い。手づくね成形。

青磁

小皿(25)口径10.0cm、器高2.2cm。体部中位で屈曲する。柚は灰緑色、底部は施柚されない。

内面にへラによる片彫りと櫛によるジグザグ文様を有する。

滑石製品

鍋 (28)口径4l.3cm。内面、外面ともにノミ痕が残る。口縁部下に、全周する鍔をもっ。

SD605出土土器(第23~25図30~66)

土師器

小皿(30~34)30は口径8.6cm、底径6.8cm、器高l.4cmo 31は口径8.9cm、底径7.lcm、器高l.2

cmo 32~34は口径9.6~9.7cm、底径5.9~6.6cm、器高l. 2~ l. 6cmo 33はへラ切り底で、他は糸

切り底。全て板状圧痕あり。

杯 (35~38) 35は口径12.6cm、底径8.8cm、器高2.9cmo 36~38は口径15.5~16.4cm、底径

9.3~10.5cm、器高3.3~3.5cmo 35・36は糸切り底、 37・38はへラ切り底。全て板状圧痕があり、

内・外面ともにロクロナデ。

鍋 (62・63)62は口径47.3cm、現存高16.0cm。胎土に砂粒を含む。内面ナデ、外面ハケメ。

。。つ企
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体部は媒が付着している。 63は口径40.4cm。内面、外面ともに荒いノ、ケメ。口縁平担部には縄

目の押圧痕が全周する。

五器

碗 (39~44、 46~48)39は口径15.5cm、高台径7. Ocm、器高6. 2cm。へラ切り底。内・外面ともに丁寧

なへラミガキを行う。 40は口径15.9cm、高台径7.1cm、器高5.6cm。内 ・外面ともにへラミガキ

を行うが、外面はやや雑である。体部下位外面に指頭圧痕がある。 41は口径16.0cm、高台径7.6

cm、器高5.8cm。へラ切り底で、板状圧痕あり。内・外面ともにへラミガキを行うが、外面は

やや雑である。 42は口径16.2cm、高台径7.1cm、器高6.7cm。内面ヨコナデ。外面雑なへラミガ

キ。 43は口径16.4cm、高台径6.6cm、器高5.7cm。へラ切り底で、底部外面にへラ記号状の沈線

を有する。体部下位外面に指頭圧痕あり。内・外面ともにへラミガキを行う。44は口径16.5cm、

高台径 7.3cm、器高 6cm。内外面ともにへラミガキ、へラ切り底。 46は口径17.0cm、高台径6.7

cm、器高6.1cmo 器面が荒れている。 47は口径17.5cm、高台が欠損している。へラ切り底で、内・

外面ともにへラミガキ。 48は口径17.9cm、高台径7.2cm、器高5.7cm。高台の畳付に板状圧痕あ

り。内・外面ともへラミガキを行うが、内底はナデ。体部下位外面に指頭圧痕あり。

須恵、質土器

片口 (49)片口部を欠くが、特徴からみて片口と考えられる。口径32.0cm。内・外面ともナ

。
一ア

聾 (64) 口径29.4cm。口縁部ヨコナデ。肩部内面は表面が剥離し不明だが、外面はタタキ目

痕を残す。

支脚 (65)現存高10.0cm。胎土に砂粒が多t-)。手づくね成形。

白磁

碗 (50~52) 50は口径16.6cm。口縁部を玉縁にする。 51は口径18.2cm。体部内面に櫛で花文

を描く。内底見込みに浅い沈線状の段をもっ。 52は口径16.6cm、器高6.1cmo見込みに段を有し、

内側の軸を輪状にカキとっている。底部外面に「十」字の墨書がある。 1~3 ともに胎土は灰

白色で、柚は灰色の強い白色である。

皿 (53・54)53は口径9.9cm、器高2.5cm。見込み部分の柚を輪状にカキ取っている。 54は口

径1O.1cm、器高2.0cmo 口縁部がいわゆる 口禿げになっている。全面施柚を行い、粕はやや空色

を帯びた白色である。

青磁

碗 (55・56)55は口径17.3cm、器高6.5cmo 2本の沈線によって体部内面を 5分割し、その中

に飛雲文、内底見込みにキノコ状の文様を 3個片彫りしている。胎土は灰色、柚は灰緑色であ

る。 56は口径16.2cm、器高6.7cm。体部外面に鏑蓮弁を持つ。胎土は灰色、柏は濃緑色である。

皿 (57) 内面にへラによる片彫りと、櫛によるジグザグ文様を有する。軸が厚いところに貫

- 30一
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入が見られる。底部に円形の目跡が残る。
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陶器

水注 (58)取っ手部分だけ出土した。伝熊本県上益郡福田寺出土の褐柚水注に軸調、形状な

ど類似する。

;骨石製品

鍋(59・66)59は口径17.4cm、器壁1.2cm前後。口縁下に鍔が全周する。内面はノミで荒く削っ

た後、ていねいに仕上げ、外面は上から下に向かつてノミ痕が残っている。煤が厚く付着して

いる。 66は口径44.0cm。外面には上から下方向のノミ痕が残っている。

有孔紐付製品 (60・61)ともに石鍋の鍔部を再加工したものである。

以上の外に径2.0cm、厚さ0.9cmの碁石状の濃緑色の石製品が出土している。

y 
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5D606出土土器(第26図67~85)

土師器

小皿(67~75)67は口径8.2cm、底径6.7cm、器高 1.Ocmo 68~ 72は口径8.6~9.2cm、底径6.7~7.1

cm、器高1.3~1.5cmo 73~75は口径9 . 5~9 .8cm、底径7.1"-'8. 1cm、器高l.2"-' l. 5cmo 74は、へ

ラ切り底、ほかは糸切り底。全て板状圧痕あり。

杯 (78~80) 78は口径14.9cm、底径11.0cm、器高3.8cmo79は口径15.3cm、底径11.7cm、器高

3.0cmo 80は口径16.1cm、底径10.7cm、器高3.1cmo78、79はへラ切り底で、 80は糸切り底。全

て板状圧痕があり、内・外面ともにロクロナデ。

瓦器

皿 (76・77)76は口径9.1cm、器高2.1cmo77は口径9.3cm、器高2.1cmo76、77とも内・外面

へラミガキ。

碗(45.81~83)81は口径14.1cm、高台径7.7cm、器高6.6cm。内・外面ともへラミガキ。 82は口

径15.0畑、高台径6.7cm、器高5.7cm。へラ切り底で板状圧痕あり。内面を沈線で 4分割してい

る。内・外面とも雑なへラミガキ。 83は口径17.4cm、高台径7.2cm、器高5.8cm。へラ切り底で、

高台の畳付に板状圧痕あり。内・外面とも丁寧にへラミガキを行う。 45は口径17.7cm、高台径

6.9cm、器高6.8cm。器面が荒れている。体部下位外面に指頭圧痕あり。

須恵質土器

鉢 (85)口径3l.5明、現存高9.7cm。口縁部はヨコナデ、体部は、内・外面ともナデ。

青磁

合子 (84)口径5.2cm。型押しでつくられた合子の蓋である。胎土は白色で、柚は淡青緑色で

ある。内面は天井部のみ施柚されている。

5D608出土土器(第22図19)

土師器

皿(19)口径9.8cm、底径8.1cm、器高1.lcmoへラ切り底で、板状圧痕あり。

5E503出土土器(第27図86・87)

弥生土器

鉢 (86)復元口径20.8cm、器高16.4cm。底部は平底、口縁部はく字型に大きく外反する。体

部外面は下より上方へ荒いノ、ヶ目、内面はナデアゲ、口縁部はヨコナデを施す。胎土中に砂粒

を多く含み、色調は灰褐色で胴下半部に10cm程の黒斑がある。井戸の西壁に投げ込まれた様な

状態で出土したものでSE603に伴うものではない。

土師器

碗 (87)口縁部と体部の一部を欠いている。高台の径8.1cm、底面はへラ切り離しの後高台を

貼付けている。色調は淡褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含む。
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SE504出土土器(第27図88~91)

土師器

小皿 (88・89)88の口径10.2cm、器高1.4cmo 89の口径10.7cm、器高1.6cm。共に底面はへラ

切離しで88には板目がついている。体部はヨコナデ、内底にナデを施す。色調は灰褐色で。胎
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土中に砂粒を含む。

聾 (91)口縁部から体部にかけ 6分の l程残存している。復元口径15.4cm、小形の聾で口縁

部を外反させる。口縁部、体部共ヨコナデを施す。色調は灰褐色で、胎土中に砂粒を含む。

黒色土器

碗 (90)口縁部より体部にかけ 3分の l程残存している。復元口径15.4cm、口縁端部をわづ

かに外反させている。外面は淡褐色、内面は黒褐色の黒色土器Aである。内・外面ともへラミガ

キを施している。

SE505出土土器(第27図92~97)

土師器

小皿 (92・93) 92は口径llcm、器高1.6cmo 93は口径8.6cm、器高2.6cm。底面にはへラ切痕と

板目がついている。口縁部はヨコナデ、内底はナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に砂粒を

含んでいる。

杯 (94)口径11.6cm、器高3.8cm。底面はへラ切痕と板目が残り、内底にはナデを施す。色調

は淡褐色で、胎土中に雲母を含む。

碗 (95・96)95は口径14.2cm、器高 5cm、高台径7.6cmo 96は口径17.5cm、器高 8cm。底面に

径11.8cm、高さ3.4cmと脚に似た高い高台を貼付けている。ともに底面には板目が残り、 96は口

縁内部に煤が付着する。体部と口縁部はヨコナデ、色調は淡褐色で胎土中に砂粒と雲母を含む。

鉢 (97)口縁部と体部のすを残存する。復元口径20.6cm、復元器高約10cm。体部は直線的に

延び、口縁部は外反する。体部内面は横、外面は縦方向のケズリ、口縁部はヨコナデを施す。

色調は灰褐色。胎土中に砂粒を含む。

SE506出土土器(第27図98・99)

須恵、器

査 (99)口径8.5cm、器高26.5cm、底径10.5cmの二耳付壷である。細く短い口頭部は外反し、丸

い肩の体部両側に耳状の把手を持つ。色調は灰色で、胎土中わづかに砂粒を含む。

聾 (98)口縁部の 3分の lが残存する。復元口径22.9cm。肩部より口縁部にかけく字形に外

反する。内部は同心円、外面は格子状のタタキを施す。色調は淡褐色で、焼成は悪く胎土中に

砂粒を含む。

SE507出土土器 (第28図lOO~128)

土師器

小皿(lOO~115) 口径9 . 5~lO.4cm、器高1. 0~1.9cm。平均口径9.9cm、器高1.4cmである。底

面はへラ切痕と板目が残り、口縁部はヨコナデ、内底はナデを施す。 114、115の口縁端部には

成形時の凹みがある。色調は淡褐色~灰褐色で胎土中に砂粒を含む。

高台付小皿(l17~118) 共に 3 分の l 程を残す。 117は復元口径11.2cm、器高2 . 8cmo 118は復

-36 
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元口径11.8cm、器高3.2cm。ともに底面はへラ切離しの後高台を貼付けている。内外面ともヨコ

ナデを施す。色調は117が淡褐色、 118は灰褐色で胎土中に雲母を含む。

杯 (119~123) 119~122は口径11. 7~13. 1cm、器高3.1~3.4cm、底面はへラ切痕と板目が残

る。体部はヨコナデ、内底部はナデを施す。 123は口径14.8cm、器高4.3cmと他より一回り大き

い。底面はへラ切痕と板目が見られ、丸底に近く仕上げている。色調は淡褐色、胎土中に砂粒

と雲母を含んで、いる。

碗 (124~126) 125は口径16.2cm、器高5.9cm、高台径6.5cmo 126は口径16.3cm、器高5.8cm、

高台径5.8cm。底面はへラ切離しの後高台を貼付けている。 125の体部内面はへラミガキ、口縁

部と外面はヨコナデ、 126の体部は内・外面ともへラミガキ、口縁部はヨコナデを施す。口縁

部は白磁に見られる玉縁状に仕上げ、 126の底部には格子状の線刻がある。色調は淡褐色で胎土

中に砂粒を含む。 124は底面に高台を貼りつけていたと見られる。口径14.2cm、現存器高4.2cm。

底面にへラ切痕と板目が残る。表面は磨耗しており調整は不明。色調は淡褐色で、胎土中に砂

粒と雲母を含む。

高杯 (127)高杯の脚部のみ残存する。長さ 18cm、中央で、の径3.5cm。外面は10面体に削り、

内部は直径 1mの棒抜きの空洞がある。上・下は明らかでなし〉。色調は淡褐色、胎土中に砂粒と

雲母を含む。

鉢 (128)4分の l程残存する。復元口径18.2cm、器高約10.5cm。外面に粘土帯積み上げの痕

跡が残る。体部外面はへラケズリ、内面と口縁部はヨコナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中

に雲母を含む。

黒色土器

小皿 (116)口径10.8cm、器高1.8cm。黒色土器Aで、土師器小皿より一回り大きし〉。底面はへ

ラ切離しで、内・外面ともへラミガキを施す。

S E508出土土器(第29図129)

瓦器

碗 (129)口径15.6cm、器高5.3cm、高台径6.5cm。焼成は堅轍で、内外面とも横方向のへラミ

ガキを丁寧に施している。色調は内外面共体部以下は灰白色、口縁部は黒色で内面に重ね焼の

跡が残る。

S E509出土土器(第29図130~133)

土師器

杯(130) 口径14.8cm、器高3.2cm。底面に糸切痕と板目が残る。口縁部はヨコナデ、内面に

は指先によるナデを施す。色調は淡褐色、口縁部内面には煤が付着しており灯明皿として使用

している。

有孔円盤(133)径6.2cm、厚さ0.6cm。杯か皿の底部を利用したと見られる紡錘車で、中央に
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0.7cmの孔を有している。

瓦器

碗 (131、132)131は口径16.8cm、器高5.5cm、高台径7.5cm。底面に底い高台を貼付けてい

る。表面は磨耗しており調整は不明。内面に重ね焼の跡が残る。色調は淡灰色~黒灰色で、胎

土中に砂粒、雲母を含む。 132は口径16.4cm、器高5.7cm、高台径6.9cm。底面に断面四角形の高

台を貼付けている。外面体部以下には指頭圧痕の上に横行するへラミガキを施す。内面は灰黒

色、外面は斜めに重ね焼きしていたと見られ、半分が白灰色、半分は黒灰色である。

S E510出土土器(第29図134)

土師器

鉢(134)口径22.8cm、器高は現状で11.2cm。底面に高台を貼付けていた痕跡がある。全体的

に粗雑な造りで、口縁部と体部内面はヨコナデ、外面には粘土帯巻き上げの痕跡が明瞭に見ら

れる。色調は淡褐色、胎土は精製され雲母を含む。

S E512出土土器(第29図135)

土師器

小皿(135)口径8.9cm、器高1.4cm。底面にへラ切痕と板目が残る。口縁部はヨコナデ、内底

はナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に雲母を含む。

S E513出土土器(第29図136~142)

黒色土器

碗(136)底面のみ残存する。黒色土器Aである。底面に板目が残り、外にふんばる高い高台

を貼付けている。外面は灰褐色、内面は黒色で胎土は精製され雲母を含む。

五器

碗(137~141)口径16.2~17.0cm、器高5.5~6.5cm、高台径6.6~7.4cm。焼成は堅織で、 137~140

は体部内外面とも丁寧にへラミガキを施している。 141は外面体部に指頭による圧痕を残す。又

137， 139には内面に重ね焼の痕が、 141、140の底面には×字状の刻みがある。色調は灰黒色~黒

色で、胎土は良く精製している。

白磁

碗 (142)底部と体部の一部が残存する。高台は径6.7cm、断面コ字形に削り出している。見

込みに深い沈線をめぐらし、胎土は灰白色、柏は乳白色である。

S E 517出土土器(第30図143~161)

土師器

小皿(143~149)口径9.5~10. 5cm、器高1. 2~1. 6cm。底面にへラ切痕と板目が残る。口縁部

はヨコナデ、内底は指頭によるナデを施している。口径は143~147 と 148~149 との聞に差が見

られ、前者の平均は9.6cm、後者は10.7cmで、ある。色調は淡褐色~淡灰色で胎土は精製され、雲
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母を含む。

杯(151~ 153) 口径1 l. 1~12. 1cm、器高2.7~2.8cm。底面にはへラ切痕と板目が残る。口縁

部はヨコナデ、内底はナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含む。

碗(158、160)158の口径14.4cm、器高5.2cm、高台径7.4cmo 160の口径14.6cm、器高5.3cm、

高台径7.3cm。底面にはへラ切痕と板目が残る。体部と口縁部は横ナデを施し、 160の口縁端部

はわずかに外反させる。色調は160は淡灰褐色、 158は淡褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含む。

黒色土器

小皿(150)口径1l.2cm、器高l.5cm。黒色土器Bで、土師器小皿よりは一回り大きい。底面

にはへラ切痕が残り、裏表面とも丁寧に磨いている。胎土中に雲母を含む。

碗(154~157、 159、 161) 口径14.1~14.8cm、器高5.4~5.7cm、高台径7.5~7.9cm。すべて

黒色土器Aで土師器碗と何ら変わらず、体部は内轡ぎみに上方へ延び、端部は丸くおさめてい

る。底面に板目がつくものもあり、高い安定した高台を貼付ける。口縁部と体部内面はへラミ

ガキ、外面はヨコナデを施す。内面と口縁部は黒色、外面の体部以下は淡褐色~淡黄褐色で、

胎土中に雲母を含む。

S E518出土土器(第31図162)

土師器

鉢(162)口縁部と体部の一部を残存する。復元口径4l.6cm。口縁端部を折り曲げ、玉縁状に

している。体部内面はハケ目、外面はヨコナデを施す。色調は淡褐色で胎土中に砂粒を含む。

S E520出土土器(第31図163~165)

土師器

小皿 (163)口径9.8cm、器高l.3cm。底面の切り離しは磨耗のため不明。口縁部は横ナデを施

す。色調は淡灰褐色。胎土中に砂粒を含む。

瓦器

碗 (164)底部のみ残存する。底部径6.4cm、底い高台を貼り付ける。底面にへラ記号を線刻

している。色調は内面淡灰色、外面は灰黒色である。

白磁

碗(165)玉縁状の口縁を持つ。色調は白灰色、柚は淡白灰色を帯びる。

S E526出土土器(第31図166~173)

土師器

小皿(166、167)166は口径9.5cm、器高1.6cmo 167は口径10.5cm、器高l.6cmで167が一回り

大きし〉。ともに底面にへラ切痕と板目が残る。 166は磨耗しており調整は不明。 167は口縁部は

ヨコナデ、底部内面はナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に雲母を含む。

碗 (169~172)169の口径14.4cm、器高5.1cm 高台径7.2cm。底面にへラ切り痕と板目が残

内
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る。色調は淡明褐色で、胎土中に雲母を含む。 170、171は底部と体部の一部を残している。 170

は底部に板目痕が残る。色調は明褐色で、 胎土中に砂粒、雲母を含む。 172は復元口径18cm、器

高7.4cm。へラ切り離しの底面に高台径12.8cm、高さ2.9cmの脚に似た高い高台を貼 り付ける。

体部は内轡し、口縁端部は大きく外反する。全面に横ナデを施す。色調は淡灰褐色で、胎土中

に砂粒と雲母を含む。

高杯(173)脚部のみ残存する。直径3.8cm、外面は 8面体に削り、内部に約 1cmの棒抜き跡

の空洞がある。淡褐色で、胎土中に雲母を含む。
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黒色土器

茶托形土器(168)底部のみ残存する。高台と体部との聞に牌状のものが付く。内外面とも黒

色の黒色土器Bで、胎土中に砂粒と雲母を含む。

S E527出土土器(第31図174~177)

土師器

小皿 (174) 口径10.2cm、器高1.8cm。底面にへラ切り痕と板目が残る。口縁部はヨコナデ、内

底はナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含む。

査(175)復元口径7.6cmの小型の査である。内外面ともヨコナデを施す。色調は灰褐色、外

面に煤が付着している。

黒色土器

碗(176、177)176は口径11.8cm、器高4.6cm、高台径6.2cmo 177は口径11.4cm、器高4.4cm、

高台径6.1cm。小型の黒色土器碗Bである。底面にはへラ切り痕と板目が残る。内外面ともへラ

ミガキを施し、 177の底面に×印を線刻している。色調は黒色~灰黒色で、胎土中に雲母を含む。

S E528出土土器(第31図178~180)

土師器

小皿 (178)口径9.8cm、器高1.3cm。底面は糸切り痕と板目が残る。口縁部は横ナデ、内底は

ナデを施す。色調は灰褐色で、胎土に砂粒と雲母を含む。

瓦器

碗 (179)復元口径16.9cm、器高4.9cm、高台径 8cm。体部内面と口縁部はへラミガキを施す

が、外面は粗雑に仕上げている。色調は外面灰黒色、内面灰褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含

む。

白磁

碗(180)復元口径15cm。口縁部は小さな玉縁状になる。胎土は濁白色、粕は明灰緑色である。

S E532出土土器(第32図181~ 183) 

土師器

三足付鍋 (181)口径28cm、器高23.5cm、鍋部の器高13.1cmo 鍋の底部か ら体部にかけては丸

く、口縁部はく字形に外反させる。鍋部の体部より、長さ 14cm、厚さ2.8cmと長くしっかりした

足部を付けており一本が完存する。口縁部はヨコナデ、体部外面はナデ、内面に一部ハケ目が

残る。外面全体に煤が厚く付着する。色調は暗褐色で、胎土中に砂粒を含む。

鍋 (182、183)底部を欠いている。 182は口径49.2cm、復元器高18cmo 183は口径49.8cm、復

元器高18.2cm。底部は丸底で、体部は内管し、口縁部は平坦に仕上げる。口縁部の平坦面には

縄目を転がし、文様を付けている。体部内外面はハケ目、口縁部はヨコナデを施す。外面全体

には煤が厚く付着している。暗褐色で、胎土中に砂粒を多く含む。
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S E603出土土器(第33図184、185)

瓦器

lOcm 

碗(184)復元口径16倒、器高4.6cm、高台径6.6cm、焼成は堅牢で内外面とも丁寧にへラミガ

キを施す。内外面共灰黒色で内面に重ね焼きの跡がある。

褐軸陶器

査(185)底部と体部の一部が残存する。底径7.8cm。底面に底い高台を削り出している。表
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面と底面に緑灰色の粧がうすくかかる。

S E604出土土器(第33 ・ 34図 186~210)

土師器

小皿 086~189) 口径9.1~10.2cm。器高1.0~1.8cmo 186~188は底面に糸切り痕、 186、 188

に板目が残る。 189の外面はへラミガキを施しており瓦器に近い。 188は淡褐色、他は淡灰色で、

188は胎土中に砂粒を含む。

碗 (92)口径16.6cm、器高5.2cm、高台径6.8cm。底面に断面が丸い高台を貼付けている。内

外面ともへラミガキを施し、瓦器の焼成不良品とも見られる。色調は淡赤褐色~淡褐色で、胎

土中に砂粒を含む。

鍋 (208)口縁部の一部を残存する。復元口径47cm。口径部はく字型に折り曲げており体部に

かけしだいに厚くなる。表面は磨耗しており調整は不明。内外面とも灰褐色で、胎土中に多く

の砂粒を含む。

男根状土製品 (207)茎部を欠損しており現状での長さ4.7cm、幅1・7cm、厚さ 1.lcm。手づく

ねで、扇平な造りであるが、細部にわたり丁寧に仕上げている。胎土は土師器と変わらず淡褐

色で、胎土中に雲母を含んで、いる。
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円盤状土製品 (204)径4.5cm、厚さ 1cmの円盤状の土製品である。表面に籾と繊維質の圧痕

がある。色調は灰黒色で胎土中に砂粒を含む。

瓦器

小皿(190)口径9.8cm、器高1.4cm。底面に糸切痕が残る。口縁部はヨコナデ、内底はへラミ

ガキを施す。色調は灰白色。

杯(191)口径10.3cm、器高2.3cm。内面は指押えのあとへラミガキ、外面もへラミガキを施

す。口縁部と内底部は灰黒色、他は灰白色。胎土中に砂粒を含む。

碗(193~195) 口径17.2~17.6cm、器高4.7~6.3cm、高台径5. 9~6 . 6cmo 193は断面三角形の

小さな高台を貼付け、体部は内脅する。器面は磨耗しており、調整は不明。色調は灰黒色で、

胎土中に砂粒を含む。 194、195は杯のような底い体部に厚い高台を貼付けている。内外面とも

へラミガキを施すが組雑な造りである。色調は灰白色~灰黒色で、胎土中に砂粒、雲母を含む。

白磁

碗(196~203) S E 604出土磁器はすべて白磁である。 196~200は細く高い高台を削出してい

る。口縁部を外反させ、端部を水平にするもので、体部内面に櫛描文のあるもの(196、199)

とないものとがある。内底見込み部分に浅い沈線をめぐらしている。胎土は灰白色で、柚は薄

く淡灰白色~淡白褐色である。 202も高い高台を削り出し、見込み部分に沈線をめぐらすが、胎

土は前者に比べ白色で、柏は乳白色である。 203は底い高台を削り出している。胎土、柏とも灰

白色である。

褐軸陶器

査(206)短い口縁部分のみ残存する。口径11.6cm、柚は青緑色で、口縁部内側に目跡が残る。

滑石製品

石鍋 (209)底部を欠くが体部以上ほぽ全周する。滑石製の石鍋で、口径22.9cm、器壁1.8cm。

体部上面に小さい勝部をもっ。丁寧な造りで、口縁内部はケズリのあと研磨され、牌部以下は

縦方向に削っている。体部外面には煤が付着する。

分銅型石製品(210)長さ5.7cm、最大幅4.4cm、厚さ3.5cm、重さ 120g 、滑石製の重りである。

上部に0.4cmの釣り下げるための穴を穿っている。

須恵質土器

片口(205)口縁部の一部が残存する。復元口径30.5cm、内外面ともヨコナデを施す。色調は灰

褐色、胎土中に砂粒を含む。

S E605出土土器(第35図211~217)

土師器

小皿 (211~213) 口径9 . 0~9.2cm、器高1. 1~1. 3cm。底面には糸切痕と板目が残る。口縁部

はヨコナデ、内底はナデを施す。明褐色で、胎土中に砂粒、雲母を含む。

-48一



196 

¥， l 7 

¥7  

200 

202 ¥L  J:;J>却

千

、

204 

，7)2: 

Q芝~~-@
~=207 

第34区I S E604井戸出土陶磁器、滑石製品実測図

- 49 -



杯 (214)復元口径14.5cm、器高3.7cm。底面には糸切痕が残る。口縁部はヨコナデ、内底ナデ

を施す。口径に比べ底径が小さく、体部が内管する。色調は灰褐色で、胎土中に雲母を含む。

瓦器

碗 (215、216)215の口径14.9cm、器高5.5cm、高台径6.6cmo 216は口径16cm、器高5.9cm、高

台径6.6cm。焼成はともに堅牢であるが調整は対称的である。 215は底面に板目痕があり、断面

三角形の小さい高台を貼付けている。体部内、外面共横行する丁寧なへラミガキを施す。胎土

は精製され、体部外面と口縁部は黒色、内部は灰色である。 216は太い高台を貼付け、口縁部と

内面にへラミガキを施す。外面体部は指頭による圧痕が残り、胎土中に砂粒を含んでいる。

白磁

碗 (217)口縁部の 4分の lが残存する。復元口径15.4cm。口縁部を玉縁状に造る。胎土は灰

白色、粕は淡緑白色で、外面体部以下は施軸されない。

S E608出土土器(第35図218、219)

瓦器

碗 (218、219) 218は口径16.9cm、器高6.lcm、高台径6.6cm。低く小さい高台を貼付けてい

る。高台の内外面はヨコナデ、体部内外面と口縁部は横行するへラミガキを丁寧に施している。

体部内外面は灰白色、他は灰黒色、内面に重ね焼の跡が残る。 219は口径17.4cm、器高5.6cm、

高台径6.8cm。底面に板目痕が残り、低い高台を貼付けている。表面は磨耗しており調整は不明。

内面に重ね焼の跡が残る。

S E609出土土器(第36図220~232)

土師器

杯 (220) 口径12，8cm、器高2.8cm。底面は糸切痕が残る。口縁部はヨコナデ、内底部はナデ

を施す。色調は明褐色で、胎土中に砂粒を含む。

白磁

碗 (221~224) 221、222は口縁部を玉縁状にする。 221の復元口径は13.4cm、222は16.lcm。

胎土は淡灰白色、粕は221が灰白色、 222は緑白色である。 223は口縁端部を外反させ、水平にす

る。復元口径17cm、身込み部分に沈線をめぐらしている。胎土は灰白色、柚は灰白色である。

224は底部のみ残存する。底部径5.6cm、見込み部分に沈線をめぐらし、底部は低い高台を削り

出している。胎土は淡黄白色、柚は灰白色である。

皿 (225)口径10.6cm、器高2.9cm、底部径4.6cm。底い高台を削り出し、口縁端部を外反させ

る。胎土は灰白色、粕は緑白色である。

合子 (226)天井部のみが残存する。器壁は薄く、表面に花文様が施される。胎土は灰白色、

柚は緑がかった白色である。

-50一



青磁

碗 (228~231) 230、231は龍泉窯系の青磁で、 230は口径16.8cm、器高6.7cm、底径6.6cm。底

い高台を削り出している。体部内面にへラ描きの沈線により体部内面を五つに区画し、その中

にうず状の花文を描いている。見込み中央に「河演遺範」のスタンプを押す。胎土は灰白色で、

柏は緑青色、底部に焼台の痕跡がある。 231は形態的には230と同じであるが無文である。胎土

は灰白色で、柚は厚く青緑色をしている。 228、229は同安窯系の青磁である。 229は底い高台を

削り出している。内面には、見込み部分に沈線をめぐらし、内面にへラと櫛により花文を描い

ている。胎土は灰色、粕は青緑色である。 244は口縁下と見込み部分に沈線をめぐらし、内面に

櫛により花文を描いている。胎土は灰色、柚は青灰色である。

査 (227)口縁部より肩部にかけ 4分の l程残存する。復元口径1l.9cm。頚部は内傾し、口縁

部を外側に肥厚くする。胎土は燈色で柚は風化し灰黄色で、ある。

褐軸陶器

壷 (232)口縁部より体部にかけて 4分の l程残存する。四耳壷になると見られ、く字形に外

反する短い口縁部を持つ。口縁内側に重ね土の目跡が残り、胎土は明褐色で、黄緑色の柚がう
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すくかかる。

S K503出土土器(第37図233~239)

弥生土器

聾 (233~237) 233~235の口径は30~39cm。口縁部と体部の一部を残存する。口縁部はく字

形に外反する。233は口縁下に断面三角形の凸帯を貼付けている。体部内面と口縁部はナデ、234、

237の体部外面は斜方向のハケ目を施す。 236は口径15cm。く字形に外反する口縁部を持つ。

237は聾の底部で、平底である。色調はいずれも明褐色で、胎土中に砂粒を含む。

鉢 (238、239)238は口径12.2cm、器高 6cm。いずれも平底である。色調は明褐色、胎土中に

砂粒を含んでいる。

S K514出土土器(第37図240)

白磁

碗 (240)底部より体部にかけ残存する。高台径6.3cm。高台は断面コ字型に浅く削り出して

いる。体部内面は 5つに区画し、その聞に花文を配している。見込み部分に沈線をめぐらす。

胎土は灰白色、柚は乳緑色である。

S K520出土土器(第37図241)

土師器

三足付盤 (241)口径12.5cm、器高3.2cm。底面はへラ切痕が残り、口縁端部より1.5cmの所に沈

線をめぐらし、全体を三等分に割付を行い簡素化した獣足を貼り付けている。獣足の高さは約

2 cm、他の土器に見られるのとは逆である。口縁部はヨコナデ、内底部はナデを施す。色調は

淡褐色で、胎土は精製され胎土中に雲母を含む。

S K603出土土器(第37図242~244)

土師器

小皿 (242)口径9.8cm、器高1.4cm。底面にへラ切痕と板目が残る。口縁部はヨコナデ、内底

ナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に砂粒と雲母を含む。

黒色土器

碗 (243、244)243は黒色土器B、244は黒色土器Aである。 243は口径15cm、器高6.2cm、高

台径7.3cm。底面はへラ切の後、底く厚い高台を貼り付けている。口縁部はわずかに外反し、体

部は内外面とも横方向に丁寧なへラミガキを施す。内底部に×字状に浅い沈線を刻む。内外面

とも黒色で、胎土中に雲母を含む。 244は口径15cm、器高 6cm、高台径8.6cm。底面に板目が残

り、口縁端部は強く外反させる。体部外面はヨコナデ、内面は横方向のへラミガキを施す。外

面は淡灰褐色、内面は灰黒色。胎土中に雲母を含む。

S K606出土土器(第37図245)

白磁
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碗 (245)口径16.8cm、器高6.6cm、高台径6.0cm。薄く高い高台を削り出し、口縁端部は外反

する。内面上部と見込み部分に浅い沈線をめぐらす。胎土は灰白色で、柚は浮白色。

S K608出土土器(第37図246)

青磁

碗 (246)底部と体部の一部を残す。高台径6.3cm、底い高台を削り出している。内面見込み

にワラビ状の草花文を描いている。体部は一部残存しており内面は 5つに区画し、その中に飛

雲文を配していると見られる。胎土は灰色で軸は青緑色である。

S J 501聾棺(第37図248、249)

上聾 (249)復元口径66.4cm、器高は下半分が破壊されており不明。口縁部はくの字形に外反

し、肩の張らない胴部へと続いている。頚部と胴部 2ヵ所に、幅広い凸帯をめぐらしている。

頚部の凸帯は斜方向のタタキ、胴部の凸帯は格子状のタタキを施す。口縁端部は格子状のタタ

キ、頚部は横交向のハケ目、胴部外面は縦方向のハケ目、内面は横、斜方向のハケ目を施す。

色調は明褐色で、胎土中に砂粒を含む。

下窒 (248)復元口径72.8cm、底部を打ち欠いており、器高は不明。口縁部はくの字形に外反

し、肩の張らない胴部に続く。頚部と胴部 2ヵ所に幅広い凸帯を 3条めぐらす。凸帯の上面に

は、横、斜方向のタタキを施す。又口縁端部は格子状のタタキ、胴部外面はタタキの後にハ

ケ目、内面は横、斜方向のハケ目を施している。色調は明褐色で、胎土中に砂粒を含む。

S J 502蔓棺(第37図247)

下聾 (247)復元口径71.2cm、器高89.6cm、底径9.4cm。器形はくの字形に外反する口縁部から

肩の張らない胴部へと続き、底部は小さい平底となる。頚部と胴部に幅広い凸帯を 4条めぐら

しており、凸帯の上面には横、斜方向のタタキを施す。又口縁端部はタタキの後ノ、ヶ状の施文

具先端で刺している。胴部外面はタタキの後にハケ目、内面は横、斜方向のハケ目を密に施し

ている。色調は赤褐色で胎土中に砂粒を含む。

S P 501出土土器(第37図250~253)

土師器

小皿 (250、251)250は口径8.7cm、器高1.3cm。底面に糸切痕を有す。 251は口径 9cm、器高

1.6cm、底面は糸切りと板目痕を有す。共に口縁部はヨコナデ、内底はナデを施す。色調は灰褐色、

胎土中に砂粒と雲母を含む。

瓦器

碗 (252)口径16.2cm、器高 6cm。底面は糸切りと板目痕を有し、底い断面三角形の高台を貼

り付けている。内面に重ね焼きのあとがある。色調は灰黒色で、 一部灰白色の部分があり、胎

土中に砂粒と雲母を含む。

青磁
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碗 (253)口径16.3cm、器高6.9cm、底径6.1cmの龍泉窯系の青磁である。底部は底い削り出し

の高台を持ち、柚のかかる底部付近には寛入が見られる。内面体部は 2本の沈線で 5区に区画

し、その中に飛雲文を施している。軸は暗緑色である。
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総 括

尾崎利田遺跡は、尾崎西分集落の西方一帯約35，000m'と広範囲に広がる遺跡である。今回は

昭和53年度調査を行ったV区、 VI区について報告した。遺構、遺物は先に述べた通り豊富な内

容を持っており、それぞれについてまとめることとする。

遺構は住居跡 8、掘立柱建物跡10、井戸32、土壌27、溝14、聾棺墓 2、土墳墓 Iを検出した。

弥生時代の遺構は SB504住居跡、 SK503土壌、 SJ 501、502聾棺墓がある。 SB504、SK

503は弥生時代中期後葉である。 SB504は平面形が方形の住居跡で長軸3.92m、短軸2.29m、

床面積は11.3ばである。 SK503は上面が削平されており、本来は東西に延び溝状になると見ら

れる。 SJ 501、502は聾棺墓が多く出土する当地方でも数少ない弥生時代後期西新式の聾棺墓

である。

古墳時代の遺構は SB502、506、507住居跡がある。平面形は方形で、 SB502は長軸 5m、

短軸4.36m、床面積約18.8m'と標準的な大きさである。高杯、小形丸底査、器台が出土してお

り、古墳時代前期の住居跡である。

平安時代前期の遺構は SE506井戸がある。上面の径1.86x 1.6m、下面の径1.33x1. 29m、深
(1) 

さ0.95mの単掘りの井戸である。井戸の底より耳付の壷、聾が出土した。

平安時代後半~鎌倉時代前半になると遺構の数は多くなる。掘立柱建物跡、溝、井戸、土墳

のほとんどがこの時期のもので、尾崎利回遺跡の主体はここにある。

この時期の井戸は40基出土した。 V、VI区全域に見られるが、 V区に多く、 VI区は SD605を

境として南側には検出されない。井戸の形態については I~III類に分類したが、 V区に I 、 II

類が、 VI区に I、III類が出土した。出土遺物はV区の井戸がへラ切り底の土師器、黒色土器が

多く、 VI区の井戸は糸切り底の土師器、瓦器、磁器が出土した。

掘立柱建物跡は10棟を検出したが、時期的には明らかでない。 VI区の SB601、602の柱穴よ

り瓦器片が出土しており 11世紀以降の建物と見られる。

溝は14条検出したが、この頃の溝として把握できるのはVI区の溝である。糸切り底の土師器、

瓦器、磁器を出土した。又SP501は集落内より出土する墓として注目される。小規模の土壌墓

であるが土師器小皿 2、瓦器碗 l、青磁碗 1の副葬があった。

このように、弥生時代~平安時代の遺構は、 V区に多く、平安時代末~鎌倉時代になるとVI

区に移る傾向になる。

次に遺構の大半を占める平安時代後半~鎌倉時代前半の遺物についてふれてみたい。
~ ~ w 

県内でのこの時期の調査例としては大和町西山遺跡、三日月町戊遺跡、三田川町下中杖遺跡、

武雄市みやこ遺跡などがあり、平野部の調査例の増加とともに遺跡の数も増えているが、遺物
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の研究は緒についたばかりである。

そこで尾崎利回遺跡の出土遺物と共通する形態、手法をもっ大宰府史跡の調査例、及び福岡南

ノfイパス御笠川南条坊遺跡の調査例の成果をもとに論を進めることとする。

尾崎利回遺跡より出土する平安時代後半~鎌倉時代前半の遺物は土師器、黒色土器、瓦器、

陶器、磁器などがあり、これらは、形態的に 1~VI類に分けることができる。

I類はSK603土壌出土土器があげられる。 土師器小皿 l、黒色土器碗2が出土した。土師器

小皿はへラ切り底で、口径9.8cm、器高1.4cm。黒色土器碗は黒色土器A、B各 I点である。器

壁は厚く、口縁端部を外反させ、安定した高台を貼付けている。黒色土器としては古い形態の

特徴をもっている。

大宰府関連の調査では太宰府SE 1083及び五条 1-2C類、 1-3A類の頃である。

II類はSE517井戸出土土器がある。土師器小皿、杯、碗、黒色土器小皿、碗が出土した。

土師器はへラ切り底で小皿の 口径9.5~10.5cm、器高1. 2~1. 6cm。杯は口径11.1~12 . 1cm、器高

2.7~2.8cm。黒色土器碗は黒色土器Aで土師器碗と器形的には何ら変わらない。器壁は薄く、

高い高台を貼り付け、全体的に均整がとれている。

大宰府SK802、及び五条 1-3Aの頃と見られる。

III類はSE507井戸出土土器があげられる。土師器小皿、高台付小皿、杯、碗、鉢、黒色土器

小皿が出土した。土師器はへラ切り底で小皿の口径9.5~10.4cm、器高l. O~ 1. 9cm。杯11. 7~13.1 

cm、器高3.1~3.4cm。小皿は器高、口径とも変わりはないが、杯が大型化しており S E517と区

別した。碗は口縁部を玉縁状に仕上げ、へラミガキを行っている。尾崎利回遺跡ではこの時期

までは土師器はへラ切り底であり、瓦器、白磁の確実な共伴例はない。

大宰府SD1330溝及び五条 1-3B類の頃と見られる。

IV類はSE513井戸出土遺物があげられる。黒色土器碗、瓦器碗、白磁が出土した。瓦器碗は

口径16.2~17.0cm、器高5 .5~6.5cm、高台径6 . 6~7 .4cm。胎土は良く精製され、体部内外面と

も丁寧にへラミガキを施している。内面に重ね焼の跡が残っているものがある。 IV類は尾崎利

回遺跡で瓦器碗が出土する頃であり 、白磁も共伴する。

大宰府SK1204、五条 1-3C~ 1-4 類の頃と見られる。

V類はSE604井戸出土遺物があげられる。土師器小皿、碗、鍋、瓦器小皿、杯、腕、白磁碗

と多くの器種がそろう。土師器は糸切り底、小皿は口径9.1~10.2cm、器高1. 0~1. 8cm。瓦器

碗は口径17.2~17.6cm、器高5.9~6.6cmである。瓦器碗はへラミガキを施すがIV類に比べ仕上

げが粗雑となる。磁器は白磁碗が多く出土するが、青磁碗は共伴しない。

大宰府SK1204、五条II-1類の頃と見られる。

VI類はSD605溝、 SP501土壌墓があげられる。 SD605は土師器小ilIl、杯、鍋、瓦器碗、白

磁碗、皿、青磁碗、皿などが出土している。土師器小皿の口径8.6~9.7cm、器高1. 2~1. 6cm。
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5点の内 l点はへラ切り底、他は糸切り底である。坪は 4点の内 1点が口径12.6cm、器高 2.9

cm、他は口径15.5~16.4cm、器高3.3~3.5cm、へラ切り底と糸切り底がある。 S P501の土師

器小皿は糸切り底で口径8.7~9cm、器高1.3~1. 6cm。瓦器碗に糸切り痕が残っている。土師器

小皿は一段と小形となる反面、坪は最大となる。白磁、青磁が多く出土するようになる。

大宰府SK1085、五条 II - 1~II-2 類の頃である。

以上尾崎利回遺跡出土遺物のうち 10世紀後半~13世紀前半のものについて 1 ~VI類に分類

し、大宰府史跡や五条遺跡との遺物の関連を見てきたが、大宰府史跡や五条遺跡の成果を充分

に理解できないままに分類したため、今後改めなければならない点もあろう。

さてこのように多くの遺構、遺物を出土した尾崎利回遺跡は「干申崎荘」の西端に位置している。

尾崎利回遺跡がどのような集落であったかは今後の課題であるが、遺跡の主体となる 11世紀の

初めに書かれた藤原道長の日記「御堂関白記」の長和 4年 (1015) 7月15日の条に、入宋僧念

救が神埼御荘司豊嶋方人について上京し、また宋に渡るため九州へ下向の時も方人とともにし

たという記事がある。このことからすでに神崎荘に宋船の出入りがあったことが伺われ、又「神

埼御庄」という記載よりこの頃には皇室領荘園であったことが知られる。又文永、弘安の役後、

神崎荘は蒙古合戦思賞地として配分されるが、弘安 8年に神崎庄内小崎郷が河野通有に配分さ

れている。小崎郷とは尾崎の事であろう。

このように尾崎利回遺跡の所在する神崎荘は皇室領荘園でもあり、文献に記されていること

が多く、今後この点からも尾崎利田遺跡の性格を明らかにする必要がある。

(註)

(1) I新郷土第33巻 2号 グラビア、耳つきの査J 1980年 2月佐賀県文化課発行で奈良時代の

査として紹介しているが、その後検討の結果、平安時代前期に属するものとする方が適当と

判断した。

(2)木下之治「西山遺跡」佐賀県文化財調査報告書第28集 佐賀県教育委員会 1974 

(3)木下巧「戊遺跡」佐賀県文化財調査報告書第36集 佐賀県教育委員会 1976 

(4)七田忠昭「下中杖遺跡」九州史学会発表資料 1978 

(5)九州歴史資料館「大宰府史跡一昭和51年度調査報告一J 1977 

九州歴史資料館「大宰府史跡一昭和52年度調査報告一J 1978 

九州歴史資料館「大宰府史跡一昭和53年度調査報告 J 1979 

(6)福岡県教育委員会「福岡南ノてイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 2集 1975 

福岡県教育委員会「福岡南ノてイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 3集 1976 

福岡県教育委員会「福岡南ノfイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 6集 1977 

- 59 



福岡県教育委員会「福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 7集 1977 

福岡県教育委員会「福岡南ノfイパス関係埋蔵文化財調査報告」第 8集 1978 
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森田勉「九州地方の瓦器椀について」考古学雑誌第59巻第 2号 1974 
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記して感謝したい。
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図 版



図版 1 

1 V区全景(北側より) 2 V区全景(西側より)



図版 2 

1 VI区全景(北側より) 2 VI区全景(西側より)



S B502住居跡 2 S B503住居跡



S B504住居跡 2 S B505住居跡



S 8506住居跡 2 S 8507住居跡



1 S B601掘立柱建物跡 2 S B602掘立柱建物跡



SB601 P1 

，5 SB601 P4 

2 SB601 P2 

6 S B601 P 6 

3 S B601 P 7 

7 S B602 P 2 

4 S B601 P 8 

8 S B602 P 6 



S D604・605溝

2 S D605溝遺物出土状況

3 S D601溝



S E506井 戸 2 S E509・510井 戸



1 S E 511井 戸

5 S E 519井 戸

2 S E513井戸

6 S E523井戸

3 S E514井戸

7 S E530井戸

4 S E515井戸

8 S E603井戸



S E604井 戸

2 S E605井 戸

3 S E608・609井 戸



S K503土横

5 S K531土繍

2 S K509土 繍

6 S K532土墳

3 S K520土繍

7 S K603土墳

4 S K526土壌

8 S K603土 壌



1 S J 501斐棺墓

2 S J 502褒棺墓

3 S P501土壌墓



図版 14 

S B502・503・504・506住居跡出土土器(2は弱、 3は〉昔、他はYz)

S B502・・・・・・ 3~6 S B504-…・・ 2 S B506・・・・・1 ・9 



25 65 

S B507住居跡 S 0501・602・603・604・605溝出土土器・磁器(%)

S B507.・…12・13 S 0501...…14 S 0601.. …・ 18 ・ 22~24 S 0603……20 

S 0604……16・17・25・29 S 0605……65 

図版 15 
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図版 16 

33 36 

52 

53 

S D605溝出土土器・磁器(巧)



図版 17 

44 

43 

S D605溝出土土器 (Yz)



図版 18 

60 61 

S 0605・606・608溝出土土器・ 磁器 ・滑石製品 (84はM・他は均)

S 0605…… 59~61 S 0608は…一.19他は S0606 

59 

78 

82 



図版 19 
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112 
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S E505・506・507井戸出土土器 (99は%・他はYz)

S E505…..96 S E506…...99 他は SE507 

99 

118 



図版 20 
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120 

101 

117 

121 

100 

110 123 

126 

127 125 

S E507井戸出土土器(Yz) 



135 

S E508・509・510・512・513井戸出土土器(134は%他は7;;)

S E508……129 SE509…… 131~133 S E510...…134 S E512……135 

S E513……137・139

図版 21 



図版 22 

144 

146 

147 
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151 

152 

153 

S E517井戸出土土器(泌)



166 

173 

S E520・526・527・532井戸出土土器(181・183は%、他はYz)
S E520・一...163 SE526...…166 ・168 ・172 ・173 S E527 …・176・177 

S E532……181・183

図版 23 

163 

168 

183 



図版 24 

188 

207 

209 

S E604井戸出土土器・磁器・滑石製品 (204 ・ 207は%・ 209は~・他はYz)



図版 25 

226 

S E605・608・609井戸出土土器・陶磁器 (226は%・他はYz)

S E605……212・213・216 S E608……218・219 f也は SE609 



図版 26 

S K514・520・603・608土壌、SP501土壌墓出土土器・ 磁器 (Yz)

S K514…一 240 ・241 S K603......242 ・243 S K608・・・・・・246 S P501... … 250~253 
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